保護者周知用資料
弾道ミサイル発射に係る京都府にＪアラート等を通じて
緊急情報が発信された場合の行動について
１　登園前

登園を見合わせ，自宅で待機してください。
なお，自宅待機及び解除の基準は以下ア～ウのとおりとします。

※　国が発信する情報の詳細（定型の文言等）は【別紙】を参照してください。
ア　日本の領土・領海に落下する可能性があると判断される場合
	発信内容
	自宅待機及び解除の対応

	第１報
	ミサイル発射情報・避難呼びかけ
	自宅待機

	第２報
	直ちに避難することの呼びかけ
	自宅待機を継続

	第３報
	落下推定情報（近畿圏への落下の場合）
	自宅待機を継続

	
	落下推定情報（近畿圏以外への落下の場合）
	自宅待機を解除し，随時登園

	第４報
以降
	その後の状況の伝達
	（近畿圏への落下の場合）

対応については，幼保総合支援室から各施設・事業所を通じて連絡


イ　日本の領土・領海の上空の通過が確認された場合
	発信内容
	自宅待機及び解除の対応

	第１報
	ミサイル発射情報・避難呼びかけ
	自宅待機

	第２報
	通過情報
	自宅待機を解除し，随時登園


ウ　日本の領海外の海域に落下が確認された場合
	発信内容
	自宅待機及び解除の対応

	第１報
	ミサイル発射情報・避難呼びかけ
	自宅待機

	第２報
	落下推定情報（日本の領海外の海域に落下）
	自宅待機を解除し，随時登園


２　登降園中

ア　ミサイルが発射された場合
・　近くのできるだけ頑丈な建物や地下に避難する。
・　近くに適当な建物がない場合は，物陰に身を隠すか地面に伏せ（交通安全に十分注意），頭部を守る。
イ　通過又は領海外の海域に落下が確認された場合
登降園を再開する。

ウ　日本の領土・領海内に着弾した場合（近畿圏以外に着弾）

登降園を再開する。

エ　日本の領土・領海内に着弾した場合（近畿圏だが，京都府外などごく近くでない地域に着弾）
登降園を再開する。

オ　日本の領土・領海内に着弾した場合（ごく近くの地域に着弾）

・　屋外にいる場合は口と鼻をハンカチで覆いながら，現場から直ちに離れ，密閉性の高い頑丈な屋内の部屋または風上に避難する。

・　屋内に避難した場合は，安全が確認できるまでその場で待機する。
３　在園中

　　　各施設・事業所の職員の指示に従ってください。

別紙
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対応

「先程のミサイルは，●●海に落下した模様で

す。不審な物を発見した場合には，決して近寄

らず，直ちに警察や消防などに連絡してくださ

い。」

対応

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による情報伝達のメッセージ内容及び登園前の対応

「ミサイル発射。ミサイル発射。北朝鮮からミサイルが発射された模様です。建物の中，

又は地下に避難してください。」

自宅待機

ミサイル発射情報・避難の呼びかけ

内容

内容

日本の領土・領海に落下する可能性があると

判断した場合

日本の上空を通過した場合

自宅待機を解除し，随時登園

自宅待機を解除し，随時登園

自宅待機を継続

→対応については，幼保総合支援室から

各施設・事業所を通じて連絡

直ちに避難することの呼びかけ 通過情報

落下推定情報

（日本の領海外の海域に落下）

日本の領海外の海域に落下した場合

落下推定情報（近畿圏）

自宅待機を継続

内容

内容

「ミサイル落下。ミサイル落下。ミサイルが●●地方

に落下した可能性があります。続報を伝達しますの

で，引き続き屋内に避難してください。」

落下推定情報（近畿圏以外）

内容

「ミサイル落下。ミサイル落下。ミサイルが●●地

方に落下した可能性があります。続報を伝達しま

すので，引き続き屋内に避難してください。」

「ミサイル通過。ミサイル通過。先程のミサイルは，

●●地方から●●へ通過した模様です。不審な

物を発見した場合には，決して近寄らず，直ちに警

察や消防などに連絡してください。」

自宅待機を解除し，随時登園

内容

「ミサイル発射。ミサイル発射。北朝鮮からミサイルが

発射された模様です。建物の中，又は地下に避難し

てください。」


